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近年、社会における安全・安心に資する技術には多くの注目が集まり、益々高度なセンシング・

イメージング技術が求められている。特に、セキュリティー関連の技術は、危険物に帰属するガ

スや塵などの微量分子や粒子を高感度に検出する方法として、これまで表面プラズモン共鳴セン

サや質量分析法による検出などが提案されてきた。金属探知機や X 線を用いる従来の方法と比べ

て格段の感度向上、装置の使用環境の緩和など優れた成果が示されてきたが、一方で駅などの人

の往来や人口密集エリアでは今なお、より高速な検査装置によるモニタリング時間の短縮が要求

されている。 

本研究では、危険物に関連する微量ガスを光学的な検出により検査時間の短縮を目指している。

特に、テラヘルツ帯指紋スペクトルを利用することで、硫化水素などの危険ガスや爆発物の製造

に使われるアンモニアなど、他の電磁波領域よりも格段に大きな吸収係数を有する物質を高感度

に計測することが可能である[1,2]。実際に、高感度な計測を実現するためには、物質との十分な

回数の相互作用があり、一方で雰囲気を直接計測する際に大きな吸収係数を有する水蒸気などの

影響を十分に上回るテラヘルツ波出力が必要である。 

本講演では、マイクロチップレーザーを励起光源とし、ニオブ酸リチウム結晶を用いた非線形

光学波長変換による高輝度テラヘルツ波光源[3,4]の開発と、その出力を用いた対象ガスの高感

度・リアルタイム計測手法、および計測の実現に関して報告を行う。 
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